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評価結果の総合所見 

本課題は、スキャンレスに 1 回のカメラ撮影で 3D 空間をイメージングする顕微鏡を技術シーズとし

て、細胞の三次元位置と活性をリアルタイムに追跡する技術と細胞機能をオプトジェネティクスで操作

する技術の開発を目指すものである。 

目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られている。 

シングルセル 3D オプトジェネティクス技術の開発において、選択的光照射による SN 比向上を実現

するなど、技術的進展が認められる。また、特許出願も精力的で、VC の伴走支援により大手顕微鏡会

社との議論も進められており、産学連携に向けた積極的な取り組みとして、評価できる。 

今後は、実用化に向けた用途拡大や具体的なユースケースの提示、ハイエンド化の方策明確化を

通じて普及可能性を高めることを期待する。 
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